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＜資料＞
総務省統計局「国勢調査」（～昭和60年）
京都市（平成２年～）
各年10月１日現在

子ども（15歳未満）の数と総人口に対する割合の推移（京都市）

（１）子どもの人口の推移
　京都市の人口は，戦後増加を続けて，1968（昭和43）年に140万人を超え，1975（昭
和50）年以降はおおむね146～147万人台で推移しています。
　一方，子ども（15歳未満，以下同じ）の人口は，戦後の第1次ベビーブーム（1947（昭和
22）年～ 1949（昭和24）年）後は減少し，第2次ベビーブーム（1971（昭和46）年～
1974（昭和49）年）時に一旦増加していますが，その後は減少し続けています。近年は減
少傾向が緩やかになり，この5年間は微減ですが，第1次ベビーブーム直後の子どもの人口と
比べると，半数程度にまで減少しています。
　総人口に占める子ども人口の割合も同様の傾向が見られ，2009（平成21）年では
12.0％になっており，この5年間はほぼ横ばいで推移しています。一方，老年人口（65歳以
上）の割合については，近年増加が続き，1994（平成6）年には子どもの人口割合を上回り，
2009（平成21）年では子どもの人口の約2倍（22.8％）になり，少子長寿化が一層進行し
ています。

少子化の動向1

子どもと家庭を取り巻く状況第Ⅱ部
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将来推計人口（京都市）

　このプランの計画期間である2014（平成26）年度までの年度当初人口を推計すると，
2009（平成21）年度当初に比べ，2014（平成26）年度においては就学前児童で
68,536人から約7,000人，小学生で71,948人から約4,500人の減少が見込まれます。

【平成26年度】
平成21年度から
　就学前 10.2％，6,961人の減
　小学生 6.2％，4,428人の減

コーホート（同じ年又は期間に生まれた人々の集団）変化率法による推計：
過去における実績人口の動勢から「変化率」を求め，それに基づき将来人口を推計する方法
（男女別年齢別住民基本台帳人口及び外国人登録人口，母親の年齢５歳階級別出生数，
年齢５歳階級別女子人口，男女別出生数を使用）

就学前 計

小学生 計

老年人口 (65歳以上）

生産年齢人口 (15～64歳）

年少人口 (15歳未満）

＜資料＞京都市
各年10月1日現在
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　総人口に対する子ども人口の割合を行政区別に見ると，西京区（14.8％），伏見区（13.3％）
が高く，東山区（7.5％）が低くなっています。
　最近3年間の子どもの人口の動向をみると，市内の中心に位置する中京区，下京区におい
て，3年連続で増加しています。

（２）未婚化・晩婚化の進行
　女性が一生の間に生む子どもの数の動向を示す合計特殊出生率も年々減少しており，
2005（平成17）年には過去最低である1.11にまで落ち込みました。この数年は若干上昇
しているものの，人口の維持に必要とされる2.07～2.08を大幅に下回っており，2008（平
成20）年では，1.19となっています。

＜資料＞ 京都市　各年10月1日現在

＜資料＞ 厚生労働省，京都市

行政区別子どもの人口（15歳未満）の推移

合計特殊出生率の推移（全国，京都市）

平成18年 平成19年 対前年増減 平成20年 対前年増減 平成21年 対前年増減 平成21年 対総人口
（人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） 総人口（人） 割合（人）

京 都 市 177,243 △ 1,109 177,015 △ 228 1,465,816 12.0%
北 区 14,317 △ 97 14,171 △ 146 121,736 11.5%
上 京 区 7,830 △ 22 7,868 38 82,535 9.7%
左 京 区 17,774 △ 110 17,799 25 166,596 10.8%
中 京 区 10,388 141 10,663 275 104,264 10.4%
東 山 区 3,124 △ 29 3,048 △ 76 40,334 7.5%
山 科 区 17,252 △ 104 17,201 △ 51 135,977 12.5%
下 京 区 7,387 81 7,413 26 76,579 9.9%
南 区 12,055 △ 167 12,161 106 98,985 12.3%
右 京 区 25,828 △ 66 25,648 △ 180 202,651 12.5%
西 京 区 23,135 △ 264 23,021 △ 114 152,706 14.8%
伏 見 区

178,352
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17,935 136
10,864 201
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少子化の認識が一般化
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合計特殊出生率：
15歳～４９歳まで
の女子の年齢別出
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ので，1人の女子が
仮にその年次の年
齢別出生率で一生
の間に生むとした
ときの子どもの数
に相当する。
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　少子化の要因としては，「未婚率の上昇」や「晩婚化」が言われています。

　京都市における2005（平成17）年の年齢別未婚率をみると，男性では，25～ 29歳で

77.0％，30～ 34歳で50.5％，35～ 39歳で30.3％，女性では，25～ 29歳で68.0％，

30～34歳で39.2％，35～39歳で23.7％となっており，近年，未婚率が更に上昇しています。

　また，初婚年齢の推移をみると，1970（昭和45）年で男性が27.4歳，女性が24.6歳であっ

たものが，2008（平成20）年では男性が30.5歳，女性が29.0歳になり，約40年間で男性が

3.1歳，女性が4.4歳上昇しています。この5年間をみても，男女共に約1歳上昇しており，更な

る晩婚化が進行しています。

　このような晩婚化の進行を反映し，女性の年齢別出生児数は，35歳から39歳の間で緩やかな

増加傾向を示しています。一方，20歳から25歳の間の出生児数はこの数年微増傾向がみられる

ものの，25歳から29歳の間の出生児数は近年も減少し続けています。

＜資料＞　総務省統計局「国勢調査」
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＜資料＞
厚生労働省「人口動態統計」

年齢別未婚率の推移（京都市）

初婚年齢の推移（京都市）
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理想と現実（予定）の
子どもの数を比べると…

理想の子どもの数

母の年齢別出生児数（京都市）

　さらに，2002（平成14）年1月に発表された「日本の将来推計人口（国立社会保障・人
口問題研究所）」において，新たな少子化の要因として指摘された「夫婦の出生力そのものの
低下」については，2006（平成18）年12月の推計においても同様の傾向が続いています。
出生に関する動向については，2008（平成20）年に実施した「京都市結婚と出産に関する
意識調査」で「理想の子どもの数と現実（予定）」について聞いています。理想は2人が一番
多い結果となりましたが，2004（平成16）年に実施した「京都市子育て支援に関する市民ニー
ズ調査（就学前児童・小学生のいる12,000世帯の保護者対象。以下，「前回ニーズ調査」と
いう。）においては，理想は3人が一番多い結果（就学前児童49.2％，小学生46.2％）であり，
より少ない子どもの数が理想と回答されている傾向がみられます。また，「京都市結婚と出産
に関する意識調査」においては，「現実又は予定の子ども数は，理想よりも少ない」との回答が
約4割に上っています。
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結婚と出産に関する意識調査
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　さらに，子どもが欲しくない理由，実際には理想より少なくなりそうな理由について聞いて
いますが，「出産・育児・教育にお金がかかるから」，「育児と仕事の両立が困難だから」，「育児
が大変だから」，「保育サービスなどの社会的支援体制が不十分だから」などの回答が多い結
果となりました。

１．結婚するつもりがないから

２．仕事や趣味を優先したいから

３．妊娠・出産が大変だから

４．育児が大変だから

５．育児と仕事の両立が困難だから

６．子どもが好きではないから

７．健康上の理由で妊娠・出産が困難だから

８．育児に家族の協力が得られないから

９．保育サービスなどの社会的支援体制が不十分だから

10．出産・育児・教育にお金がかかるから

11．自然環境・社会環境が良くないから

12．定年退職までに子どもが成人してほしいから

13．夫婦の生活を大切にしたいから

14．配偶者・パートナーが子どもを欲しがらないから

15．その他

不明・無回答

結婚と出産に関する意識調査 子どもが欲しくない理由，
実際には理想より少なくなりそうな理由
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552,325

586,647
620,327

653,860

303,112
314,097

326,063 333,159

3.18

3.07

2.98

2.91

200,000

400,000

600,000

平成２年 平成７年 平成１２年 平成17年

世帯

2.80

2.85

2.90

2.95

3.00

3.05

3.10

3.15

3.20 人

世帯数

核家族世帯

核家族世帯１世帯当たり人員

＜資料＞
総務省統計局「国勢調査」

人口

世帯数

1世帯
平均人員

＜資料＞
京都市
各年10月1日現在

1,284,818

1,365,007
1,419,165

1,461,059 1,479,218 1,468,743 1,468,944 1,474,811

1,467,313

263,729
317,059

363,905
420,768

476,336
534,821

586,647
671,261

1,463,822

1,472,511

1,204,084

1,101,854

1,468,4011,469,0611,467,7851,461,1031,473,065

1,468,588

274,878
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552,325

627,020

633,152
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665,348
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年
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年
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年
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人口・世帯数

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00
１世帯平均人員

人口・世帯数・１世帯あたり平均人員の推移（京都市）

核家族世帯数と１世帯あたり人員の推移（京都市）

　京都市の世帯数は，戦後増加し続けていますが，一方で，世帯あたりの平均人員は減少し続
けています。世帯あたりの平均人員は，2009（平成21）年では2.17人になり，戦後におい
て最も多かった1955（昭和30）年の4.38人に比べて，半数以下にまで減少しており，近
年も微減傾向が続いています。
　1990（平成2）年から2005（平成17）年において，核家族の状況をみると，世帯数と
同様に，核家族世帯数は増加しており，世帯あたりの人員は減少しています。また，世帯構成
別の変化を見ると，夫婦のみの世帯が4割余り増加している一方で，6歳未満の子どもがいる
核家族世帯は2割余り減少し，夫婦・子ども・親を含む3世代世帯も5割近く減少しており，
核家族化が一層進んでいるといえます。

世帯の状況2
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（N=2,742）

2.7

39.9

37.8

12.8

4.0

1.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

不明・無回答

（N=1,747）

2.9

17.4

47.9

20.7

7.0

2.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

不明・無回答

（N=1,747）

19.7

53.9

21.3

2.6

0.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明・無回答

（N=2,742）

44.2

39.8

11.2

1.9

0.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人以上

不明・無回答

（N=1,747）

73.2

1.4

9.4

8.6

13.7

27.4

35.1

4.5

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

父母同居

父同居(ひとり親家庭)

母同居(ひとり親家庭)

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

不明・無回答

（N=2,742）

77.5

0.3

4.9

7.0

9.7

37.2

42.6

5.2

4.5

0% 20% 40% 60% 80%

父母同居

父同居(ひとり親家庭)

母同居(ひとり親家庭)

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

不明・無回答

構成別世帯数の推移（京都市）

　子どもがいる世帯の家族の人数をニーズ調査から見ると，就学前では3人，小学生では4
人（前回ニーズ調査それぞれ4人，4人）が最も多く，子どもの人数は，就学前では1人，小
学生では2人（前回ニーズ調査それぞれ2人，2人）が最も多くなっています。同居・近居の
状況をみると，前回ニーズ調査と同様，両親と子どもの世帯が大半を占めています。

ニーズ調査
■家族の人数

<就学前> <小学生>

<就学前> <小学生>

<就学前> <小学生>

■子どもの人数

■同居・近居の状況

110,679

222,480

48,078

4,429

102,833

90,421
77,269

223,230223,676225,843

49,44047,401

61,685

5,6927,3958,478

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年

夫婦のみの世帯
(核家族）

親と子どもからな
る世帯

6歳未満の子ども
がいる世帯（核家
族）

6歳未満の子ども
がいる夫婦， 子ど
も， 親を含む3世
代世帯

資料：総務省統計局「国勢調査」

世
帯
数
（
世
帯
）
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69%

62%

49%

62% 61%

51%

67%
67%

53%

55%

64%

56%

59%

68%

56% 57%

63%
65%

63%

57%58%

71%

62%
61%

67% 69% 66%

60%

45%

50%

55%

60%

65%

70%

75%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

平成2年
平成7年
平成12年
平成17年

資料：総務省統計局
　　 「国勢調査」

１．就労している
（フルタイム）
２．就労している
（フルタイムだが育休・介護休業中）
３．就労している
（パートタイム，アルバイト等）
４．以前は就労していたが，
現在は就労していない

５．これまでに就労したことがない

不明・無回答

87.7

0.5

2.3

1.2

0.1

8.2

15.1

4.6

19.7

51.4

5.2

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親（N=2,742） 母親（N=2,742） 父親（N=1,747） 母親（N=1,747）

85.5

0.2

1.3

1.4

0.1

11.5

21.3

0.9

37.6

28.3

7.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性の年齢別労働力人口割合（京都市）

　1990（平成2）年から2005（平成17）年において，女性の年齢別労働力人口の割合を
見ると，20歳から24歳を除いて，いずれの年齢層においても働く女性の割合が増加してい
ます。依然として，女性就労特有の「M字カーブ」を示していますが，特に30歳から34歳の
減少幅が小さくなっており，それに伴い緩やかなカーブになりつつあります。
　ニーズ調査では，子どもが0～ 2歳では共働き世帯の割合が約3割ですが，6～ 8歳では
共働き世帯が約半数に上る結果となっています。就学前と小学生を比較すると，特に小学生で
パート・アルバイト等に就労する母親が多いことがわかります。

保護者の就労状況3

18.5%

14.3%

18.3%

31.2%

24.8%

12.4%

36.6%

46.2%

58.6%

7.2%

7.0%

3.8%

0.4%

0.9%

0.7%

0.8%

0.3%

0.5%

5.3%

6.6%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生（6～8歳）

就学前（3～5歳）

就学前（0～2歳）

ひとり親

フルタイム×フルタイム フルタイム×パートタイム

専業主婦(夫)

パート×パート 無業×無業 その他

ニーズ調査  保護者の就労状況

＜小学生＞＜小学生＞＜就学前＞＜就学前＞
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26.0

35.9

47.3
49.3 50.2 50.2 49.4 48.1 46.8

42.9

36.9

20.9

34.1

39.6
36.3

34.0 33.4 33.7 33.5 33.7
32.2

30.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

15
～
19
歳

20
～
24
歳

25
～
29
歳

30
～
34
歳

35
～
39
歳

40
～
44
歳

45
～
49
歳

50
～
54
歳

55
～
59
歳

60
～
64
歳

65
歳
以
上

男性
女性

資料：総務省統計局「国勢調査」

17.1

7.0

13.0

16.0

13.3

8.8

6.3

3.1

3.8

11.7

22.0

32.7

17.9

4.4

1.0

0.7

0.5

0.5

7.7

12.6

0% 10% 20% 30% 40%

18時前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

25時以降

不明・無回答

父親(N=2,406) 母親（N=413) 父親(N=1,493) 母親（N=372)

19.2

1.3

6.6

13.2

12.8

12.5

4.2

2.0

4.5

14.6

12.8

20.4

5.9

3.2

0.5

0.5

0.0

13.2

9.1

26.6

8.6

8.1

0% 10% 20% 30%

17時前

18時台

20時台

22時台

24時台

不明・無回答

17時台

19時台

21時台

23時台

25時以降

年齢別男女別平均週間就業時間（京都市，平成17年）

　ニーズ調査において，父親の帰宅時間をみると，約3人に1人が21時以降と回答しており，
父親が家ですごせる時間，子どもとかかわれる時間は少ないといえます。また，父親が子育て
にかかわりづらい理由としては，「残業や休日出勤などが多く，仕事を優先せざるを得ないこと」
の回答が最も多く，前回ニーズ調査と同じ結果となっています。

　年齢別平均週間就業時間を見ると，子どもが主に乳幼児や小学生の時期にあたると考えら
れる30歳から44歳の間で，男性の就業時間が長くなっている一方，女性の就業時間は少な
い傾向が見られます。年齢別平均週間就業時間は，2000（平成12）年の状況と比較しても
ほとんど変化は見られません。

ニーズ調査 フルタイムで就労している保護者の帰宅時間

＜小学生＞＜小学生＞＜就学前＞＜就学前＞

就
業
時
間（
時
間
）
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（N=2,742）

0.5

20.1

0.3

75.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．父親が取得した

２．母親が取得した

３．父親と母親の両方が取得した

４．取得しなかった

不明・無回答

（N=1,747）

1.0

15.6

0.1

79.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．父親が取得した

２．母親が取得した

３．父親と母親の両方が取得した

４．取得しなかった

不明・無回答

　さらに，父親の育児休業取得率をみると，就学前で 0.5％，小学生で 1.0％と母親に比べ
てかなり低い状態となったままであり，この状況もこの5年間において傾向に変化はみられま
せん。

　このような状況の中，子育てと仕事の両立支援策に対する要望については，子育ての時期に
必要になる休暇や休業制度の充実に関するものが多く，母親では，再雇用制度の充実や就業
継続に対する企業の理解と支援に関しても多い結果となっており，前回のニーズ調査とほぼ同
様の結果となっています。（参照　P.64表）

ニーズ調査  育児休業の取得状況

＜小学生＞＜小学生＞

＜就学前＞＜就学前＞
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１．こどもがいると毎日の生活が楽しい

２．子育てが，自分の生きがいになっている

３．こどもの成長とともに，自分も成長していると感じる

４．子育てを通じて，家族のきずなが強まる

５．こどもの顔を見るために，
早く帰宅するように心がけるようになった

６．子育てについて不安になったり，悩むときがある

７．子育てを負担に感じるときがある

８．生活や気持ちにゆとりがなく，いらだつことがある

９．こどもを虐待しているのではないかと思うことがある

10．子育てから解放されたいと思うときがある

11．毎日の子育てがしんどい

12．その他

不明・無回答

（１）子育ての実態と意識
　ニーズ調査で，育児や家事を主にしている人について聞いていますが，「子どもを風呂に入
れる」，「子どもと遊ぶ」を除いてほとんどの項目で，母親が大部分を担っている実態がありま
す（前回ニーズ調査とほぼ同じ結果）。
　子育てに関する気持ちで最も多かったのは，「子どもがいると毎日の生活が楽しい」とする回
答で，両親共に高い割合でした。しかし，母親については，「子育てについて不安になったり，
悩むときがある」，「生活や気持ちにゆとりがなく，いらだつことがある」，「子育てから解放され
たいと思うときがある」という回答も多くなっており，前回ニーズ調査の結果と同じ傾向がみら
れます。

子育ての現状と意識4

ニーズ調査 子育てについての気持ち

(N=2,742)

63.863.8

17.717.7

31.531.5

43.743.7

35.735.7

9.29.2

4.44.4

8.68.6

0.80.8

3.83.8

0.80.8

1.91.9

17.117.1

64.364.3

26.326.3

51.351.3

41.241.2

4.74.7

28.928.9

8.88.8

29.329.3

1.61.6

17.617.6

2.92.9

1.81.8

3.03.0

0% 20% 40% 60% 80%
(N=1,747)

54.854.8

13.413.4

33.733.7

42.842.8

25.825.8

10.610.6

3.63.6

11.311.3

1.01.0

4.54.5

0.70.7

1.81.8

23.423.4

57.657.6

22.922.9

51.351.3

37.937.9

6.46.4

34.534.5

8.88.8

29.729.7

2.22.2

14.614.6

2.52.5

1.21.2

5.65.6

0% 20% 40% 60% 80%

父親 母親 父親 母親

＜小学生＞＜小学生＞＜就学前＞＜就学前＞
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　子育てが楽しい，良かったと感じること（とき）は，「子どもの成長・発達に感動した」が両親
共に5～ 6割と最も多く，父親は「家族のきずなが深まった」，母親は「子どもを通していろい
ろな人と知り合いになれた，友達ができた」も多くなっています。
　一方，悩みや不安は，「子どものしつけ」，「将来のこと」が両親共に多くなっていますが，父
親は「子どもと接する時間がない」，母親は，就学前児童で「自分の時間，心にゆとりがもてな
い」，小学生で「勉学や進学」，「子どもの友達づきあい」も多く回答されています。
　いずれも前回ニーズ調査の結果と同じ傾向がみられます。

ニーズ調査  子育てが楽しい，良かったと感じること（とき）

１．家族のきずなが深まった

２．他人のこどもや他人に対して優しくなれた

３．こどもに多くのことを教えられた

４．ものの見方や価値観が変わった

５．こどもが見出す新鮮な発見が楽しい

６．家庭の雰囲気がなごやかになったとき

７．こどもの成長・発達に感動した
    （歩いた，しゃべった，運動会での活躍など）

８．こどもを通していろいろな人と知り合いに
    なれた，友達ができた

９．こどもが家族のために優しい気配りや
    お手伝いなどをしてくれたとき

10．こどもが他のこども（友だち）のために
       優しい気配りなどをしてくれたとき

11．その他

12．特に感じること（とき）はない

不明・無回答

(N=2,742)

36.9

13.7

21.6

22.3

33.9

19.3

57.5

4.5

13.7

5.7

0.6

0.4

17.5

25.7

13.3

31.7

24.5

34.5

18.1

69.1

33.6

20.3

10.6

1.0

0.5

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

父親 母親

＜就学前＞

(N=1,747)

35.4

10.0

22.5

18.5

23.2

21.0

46.4

8.9

15.5

6.9

0.3

1.3

23.8

24.2

9.0

35.0

25.6

21.9

18.4

56.6

43.7

24.5

14.9

0.5

0.6

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

父親 母親

＜小学生＞
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ニーズ調査  子育てに関する悩みや不安

32.2

6.1

1.2

0.6

0.6

3.3

22.0

7.7

11.2

12.3

17.2

21.0

6.1

4.3

0.2

4.1

13.6

3.6

1.0

10.9

21.5

32.4

4.4

1.1

0.2

0.4

2.5

24.3

7.9

13.2

13.4

23.2

13.4

7.1

4.2

0.2

6.4

12.9

2.8

0.7

9.4

19.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

平成20年（Ｎ＝2,742） 平成16年（Ｎ＝2,620）

平成20年（Ｎ＝1,747） 平成16年（Ｎ＝2,066）

42.9

7.1

4.9

0.8

2.3

4.9

20.5

9.1

15.1

16.0

3.7

26.6

20.4

17.0

4.8

4.4

19.1

8.5

1.3

8.6

4.9

45.4

4.6

4.5

0.9

1.8

6.7

22.6

11.5

18.7

16.0

3.6

19.2

23.8

19.2

7.9

5.2

18.4

8.2

2.2

6.5

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

40.9

8.4

3.2

0.9

6.3

29.3

23.0

37.4

5.2

9.0

4.1

24.3

10.9

8.2

5.4

4.9

12.7

2.7

1.4

6.4

6.3

37.3

6.1

2.8

1.1

7.3

29.9

25.8

42.1

7.8

9.4

5.3

18.6

9.1

8.0

6.5

5.8

14.6

2.3

1.7

5.5

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%
30.9

6.6

1.2

0.6

4.1

25.8

10.3

22.1

5.1

6.4

13.7

15.7

5.7

3.0

0.1

4.9

9.9

1.0

0.8

9.0

26.0

25.9

4.2

1.1

0.2

4.9

22.3

10.4

17.8

7.8

7.2

17.8

13.5

5.8

2.3

0.4

6.6

9.1

0.8

0.6

9.5

25.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１.こどものしつけ
２.こどもの遊び
３.子育てに自信がない
４.育児書どおりにならない
５.話し相手や相談相手がいない
６.家族の中での子育て観の違い
７.こどもの将来のこと
８.自分の生きがいや仕事とのかかわり
９.こどもの教育に関すること
10.こどもの病気や発育
11.こどもと接する時間がない
12.経済的な不安
13.自分の時間，心のゆとりが持てない
14.こどもの食事や栄養
15.配偶者の子育てへの協力が得られない
16.親自身の健康
17.安心して遊べる場所や連れて行ける場所
18.こどもを預けられる施設や条件
19.その他
20.特にない
不明・無回答

１.こどものしつけ
２.こどもの遊び
３.子育てに自信がない
4.話し相手や相談相手がいない
5.家族の中での子育て観の違い
6.こどもの将来のこと
7.こどもの友だちづきあいに関すること
8.こどもの勉強や進学に関すること
9.自分の生きがいや仕事とのかかわり
10.こどもの病気や発育
11.こどもと接する時間がない
12.経済的な不安
13.自分の時間，心のゆとりが持てない
14.こどもの食事や栄養
15.配偶者の子育てへの協力が得られない
16.親自身の健康
17.安心して遊べる場所や連れて行ける場所
18.こどもを預けられる施設や条件
19.その他
20.特にない
不明・無回答

父親 母親

父親 母親

＜就学前＞

＜小学生＞
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1.51.5

0.70.7

1.51.5

2.22.2

0.30.3

1.01.0

0.20.2

0.80.8

0.30.3

67.267.2

57.357.3

46.846.8

7.37.3

4.04.0

18.718.7

20.820.8

4.84.8

5.05.0

1.81.8

1.71.7

2.62.6

5.65.6

0.50.5

0.20.2

0.90.9

0.80.8

0.20.2

0.00.0

0.50.5

81.781.7

67.967.9

54.054.0

7.37.3

3.23.2

18.218.2

16.316.3

4.74.7

1.21.2

1.11.1

0.80.8

1.01.0

2.32.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
0.70.7

0.20.2

0.40.4

0.30.3

0.00.0

0.10.1

0.20.2

0.10.1

0.10.1

55.055.0

29.029.0

11.711.7

24.324.3

0.10.1

1.71.7

3.53.5

2.32.3

4.64.6

1.81.8

1.01.0

10.810.8

23.023.0

0.00.0

0.10.1

0.10.1

0.20.2

0.00.0

0.00.0

0.10.1

69.169.1

31.231.2

11.311.3

22.222.2

0.00.0

0.80.8

2.82.8

1.71.7

1.31.3

1.31.3

0.90.9

4.94.9

21.121.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年（Ｎ＝2,742） 平成16年（Ｎ＝2,620）

１.福祉事務所（子ども支援センター）

２.こどもみらい館

３.児童相談所（児童福祉センター）

４.保健所 ※平成22年4月から，保健センター

５.子育て支援活動いきいきセンター (つどいの広場)

６.児童館の職員

７.民生委員・児童委員，主任児童委員

８.地域子育て支援ステーション

９.電話相談機関

10.配偶者・パートナー

11.その他の親族（親，兄弟姉妹など）

12.隣近所の人，地域の知人，友人

13.職場の人

14.子育てサークルなどの仲間

15.保育所（園），幼稚園，学校などの保護者仲間

16.保育所（園），幼稚園，学校の先生，職員

17.医師・保健師・看護師・栄養士など

18.インターネット

19.相談相手がいない

20.その他

21.相談すべきことはない

不明・無回答

　母親について，子育ての悩みや不安の相談先として「配偶者やパートナー」としている回答
が，5年前の調査より10ポイント以上減少しており，在宅における子育ての孤立化がより顕著
となってきています。

父親 母親

ニーズ調査  子育ての悩みや不安の相談先（就学前児童）
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14.414.4

8.4

29.729.7

16.016.0

7.0

18.118.1

46.9

2.3

1.3

2.8

2.5

40.3

35.735.7

11.211.2

32.732.7

2.2

8.6

26.4

2.4

0.4

2.5

16.116.1

9.5

29.529.5

17.617.6

5.7

7.1

44.4

2.7

1.7

4.0

39.6

31.031.0

9.99.9

28.528.5

1.9

7.6

28.1

1.8

0.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

平成20年（N=2,742） 平成16年（N=2,620） 平成20年（N=1,747） 平成16年（N=2,066）

11.611.6

12.212.2

28.428.4

8.7

7.7

7.2

44.5

2.5

0.9

3.3

4.4

38.438.4

28.928.9

8.9

36.836.8

2.5

10.210.2

32.632.6

2.5

0.3

4.1

16.916.9

15.415.4

30.830.8

9.0

7.7

4.6

22.4

4.2

1.5

8.4

39.839.8

25.125.1

8.3

36.736.7

3.3

9.99.9

36.236.2

2.5

0.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80%
１．男性も女性も一緒に家事や育児に参加していくと
    いう意識の啓発

２．こどもの人権や子育ての大切さの地域・社会への啓発

３．男性も女性もゆとりある家庭生活を送れるための就労
    環境の整備
４．一時保育や延長保育などの保育サービスの充実（就学前）
    児童館・学童クラブ事業の充実（小学生）
５．家事支援サービスの充実
    （保護者の疾病や緊急時の対応など）
６．安心して出産や育児ができる母子保健サービスの充実

７．こども医療費の軽減や小児医療体制の充実など
    医療サービスの充実

８．子育てに関して気軽に相談できる相談体制の整備

９．親たちの子育てサークル活動などに対する支援の充実

10．親として子育てに必要な知識や技術を学べる
       システムづくり（平成20年調査のみ）

11．ゆとりある教育の推進

12．教育費の負担軽減

13．子育て家庭への経済的な支援対策の充実

14．こどもや子育てに配慮した生活環境の整備

15．こどもたちが安心して遊べる場所の整備

16．地域におけるこどもの健全育成活動
       （こども会など）の充実
17．自然とふれあう場や機会の充実

18．交通事故・犯罪の予防・防止など，こどもの　
       安全対策の充実

19．その他

20．特にない

不明・無回答

　期待する子育て支援策については，「こども医療費の軽減や小児医療体制の充実など医療
サービスの充実」，「教育費の負担軽減」や「子育て家庭への経済的な支援対策の充実」，「男
性も女性もゆとりある家庭生活を送れるための就労環境の整備」，「こどもたちが安心して遊べ
る場所の整備」，「交通事故・犯罪の予防・防止など，こどもの安全対策の充実」が多くなって
おり，これも前回ニーズ調査とほぼ同じ結果となっています。ただし，就学前児童においては「安
心して出産や育児ができる母子保健サービスの充実」が，小学生においては「こども医療費の
軽減や小児医療体制の充実など医療サービスの充実」に対する期待が，前回ニーズ調査に比
べて大きくなっています。

＜就学前＞ ＜小学生＞

ニーズ調査  子育てに関して，京都市・京都府・国に期待すること
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47%47%46%46%46%46%42%42%
33%33%

14%14%

51%51%51%51%46%46%

3%3%3%3%

86%86%
67%67%

58%58%

7%7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（単位：人）

児
童
数
と
割
合

その他 9,632 7,779 6,471 842 317 299
幼稚園 0 0 0 5,211 5,734 5,862
保育所等 1,599 3,766 4,615 5,217 5,258 5,378

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

（就学前児童数：67,980人）
11,231 11,545 11,086 11,270 11,309 11,539

※保育所等には
　昼間里親を含む。

※就学前児童数（住基人口）及び保育所等児童数は平成21年4月1日現在。
※幼稚園児童数は，平成21年5月1日現在。
　その他は，就学前児童数から保育所等・幼稚園児童数を差し引いた数

（２）就学前の子どもの保育
　子どもたちの日中の生活の中心となる場所は，就学後は小学校，中学校等になりますが，就
学前の子どもたちは，親の就労や家庭の状況等によって異なります。
　保育所，幼稚園，昼間里親に通っていない子どもの割合は，全体の4割弱（平成16年度は
約4割），3歳未満では約7割（平成16年度は約7.5割）となっています。とりわけ0歳児に
ついては，9割弱の子どもが在宅で育児されています。これらの家庭では，保育所等に通って
いる子どもの家庭に比べて，子育てについて専門的な知識等を持つ施設からの日常的な支援
を受けにくい状況にあるといえます。
　京都市では，この5年間，児童館や子育て支援活動いきいきセンター（つどいの広場）をは
じめ地域における子育て支援拠点の整備等を進めてきましたが，特に乳幼児期は，在宅での育
児が中心となっているため，今後も地域や近隣関係において適切な養育環境を確保することが
重要といえます。

就学前児童の状況（京都市，21年度）
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（N=2,742）

58.058.0

34.834.8

76.676.6

67.367.3

57.757.7

20.520.5

16.316.3

8.58.5

39.339.3

22.322.3

2.52.5

6.56.5

6.96.9

12.712.7

2.72.7
0.20.2

0.30.3

1.61.6

6.66.6

18.718.7

0.00.0

0.40.4

0.00.0

3.03.0

16.816.8

1.21.2

0.00.0

0.00.0

0.30.3

5.85.8

0.10.1

2.32.3

8.68.6

0.00.0

1.71.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．幼稚園，保育所（園），昼間里親～
　  京（みやこ）・ベビーハウス～等

２．学校にかかる費用（給食費，授業料，
　 教材費など）

３．習い事や塾にかかる費用

４．学童クラブ等にかかる費用 

５．医療にかかる費用

０円 １万円未満 １万円台 ２万円台
３万円台

４万円台
５万円以上

（３）子育ての費用
　ニーズ調査で，世帯の子ども全員にかかる費用を聞いていますが，小学生の世帯では，義務
的に必要である学校にかかる費用について，月2万円未満の家庭が約8割なのに対し，利用
するかどうかを選択できる習い事や塾の費用について，月2万円以上かかっている世帯が約4
割を占めています。
　また，ニーズ調査においては，子育て全般にかかる経済的負担軽減の要望が多くなっており，
厳しい経済情勢のもとで，市民の負担感が大きくなっていることがうかがえます。
　先ごろ，厚生労働省が国民生活基礎調査を基に算出した相対的貧困率を公表しましたが，
2007（平成19）年の貧困率は15.7で，2004（平成16）年の14.9から0.8ポイント上
昇しています。また17歳以下の子どもの貧困率は14.2となっており，2004（平成16）年
の13.7から0.5ポイント上昇しています。

＜就学前＞

＜小学生＞

ニーズ調査  世帯の子ども全員にかかる費用

１．幼稚園，保育所（園），昼間里親～
　  京（みやこ）・ベビーハウス～等

２．学校にかかる費用（給食費，授業料，
　 教材費など）

３．習い事や塾にかかる費用

４．学童クラブ等にかかる費用 

５．医療にかかる費用

１万円未満０円 １万円台
２万円台

３万円台
４万円台 ５万円以上

不明・無回答

16.516.5 6.06.0 12.612.6

61.261.2

7.77.7

73.373.3

78.078.0

49.149.1

33.833.8

2.62.6

17.617.6

20.520.5
4.84.8

23.023.0

2.22.2

24.824.8

4.34.3

7.47.4

15.315.3

6.66.6

0.30.3

0.80.8

5.55.5

8.98.9

0.30.3

1.81.8

0.10.1

1.81.8

0.70.7

0.10.1

0.10.1

9.29.2

0.30.3

2.62.6

0.20.2

0.00.0

0.00.0

0.00.0

0.00.0

0.00.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=1,747）
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子育ての不安感や負担感の増大，子育ての孤立化
子どもに対する虐待，安心・安全対策などが社会問題化

子育て家庭への支援

家庭や地域の養育機能の低下
子どもの健やかな成長への影響

仕事と生活の調和の推進

「生きる力」のはぐくみ

子どもを取り巻く環境とともに，
子ども自身が抱える様々な問題も深刻化

少子長寿化 核家族化
地域の協力・
共同関係の
希薄化

育児・家事等の大部分を母親が負担
　<男性>仕事中心，育児参加機会少ない
　<女性>就労か子育てかの二者択一

一層の進行

深刻化

求められる
施策は…

一方で

■子どもと家庭を取り巻く状況


